
様式２

基本戦略４

① ④ ⑥ ⑦ ⑧

本事業前
の実績値

過年度 実績額

後年度 予算額

H27年度 0 指標① 空き店舗活用件数 2 件 Ｈ29.3 0 0

指標②

H28年度 0 指標③

H29年度 480,000 指標① 空き店舗活用件数 2 件 Ｈ30.3

H27年度 24,902,171 指標① 商品券利用率 95 ％ Ｈ29.3 99.5 99.9

指標②

H28年度 6,143,000 指標③

H29年度 5,400,000 指標① 商品券利用率 95 ％ Ｈ30.3

H27年度 42,791,000 指標① 制度利用件数 158 件 Ｈ29.3 134 155

指標②

H28年度 51,839,000 指標③

H29年度 47,190,000 指標① 制度利用件数 130 件 Ｈ30.3

H27年度 18,109,290 指標① 利用者数(H27.10～H28.9) 39,000 人 H28.9 31,652 30,967

28年度）生活バス路線運行維持費補助金　20,454千円
　　  ・阿寒バス：　市内循環線　　　　　　　7,911千円
　　　・網走バス：　網走－美幌線　 　　　　3,713千円
　　　・北見バス：　北見－美幌津別線等　7,730千円
　　　・北交ﾊｲﾔｰ： 乗合ﾀｸｼｰ　　　　　　　 1,100千円

指標②

H28年度 20,453,220 指標③

27年度）　生活バス路線運行維持費補助金　18,110千
円
　　  ・阿寒バス：　市内循環線　　　　　　　6,872千円
　　　・網走バス：　網走－美幌線　 　　　　3,410千円
　　　・北見バス：　北見－美幌津別線等　6,787千円
　　　・北交ﾊｲﾔｰ： 乗合ﾀｸｼｰ　　　　　　　 1,041千円

利用者数（地域内フィーダー系統）
　　・市内循環線　 26,281人
    ・美幌校高線　　 3,681人
　　・乗合タクシー    1,690人
             　　 計　　31,652人
利用者数（地域間幹線系統等）
　　・網走－美幌線　　　　　  20,391人
    ・北見－美幌津別線等　121,549人
             　　 計　　　　　　　141,940人

H29年度 22,850,000 指標① 利用者数(H28.10～H29.9) 36,000 人 H29.9

H27年度 645,000 指標① 事業の利用件数 3 件 H29.3 2 1

指標②

H28年度 439,000 指標③

H29年度 2,000,000 指標① 事業の利用件数 3 件 H30.3

H27年度 0 指標① プロジェクト件数 1 件 H29.3 - 1

指標②

H28年度 634,000 指標③

H29年度 1,000,000 指標① プロジェクト件数 2 件 H30.3

H27年度 0 指標① 地域協力活動案件数 2 件 H29.3 - 2

指標② 協力隊員数 2 人 H29.3 - 0

H28年度 1,517,400 指標③

指標① 地域協力活動案件数 2 件 H30.3

指標② 協力隊員数 2 人 H30.3

H27年度 0 指標①

指標②

H28年度 0 指標③

H29年度 - 指標① -

平成29年度　美幌版総合戦略に係るH28事業実施結果報告

（各事業における実績額及び事業効果等）

③ ⑤ ⑩

対象事業の名称

本事業における重要業績評価指標（KPI）

⑨

外部有識者からの評価

指標値を下
回ったものの
事業効果が
あった（見込め
る）

事業内容
事業効果（⑤）の評価理由（具体的に）

※実績値が指標値を下回っている事業についてはその
理由（原因）等についても記載願います

事業費総額（①）の内訳
※「○○委託料：○○円」等の内訳を記載願います

指標値に対するH28実績値の内容

実績額
予算額

②

1 空き店舗活用事業

空き店舗を活用して新規企業・チャレンジ
ショップ支援などを行い、街中に賑わいや
活力を創出する。（空き店舗の月額家賃
（上限８万円）の２分の１を、町と商工会議
所が１年間補助）

指標値を下回っ
たものの事業効
果があった（見込
める）

事業の継続

空き店舗の解消を促進
することにより商店街
の活性化が図られるた
め。

実績は無かったものの当該制度を維持することで、空き店舗
の活用が推進されるものと考える。（相談件数1件→H29実施
予定）

本事業終了後における実績値
実績値を踏まえた事業の今後に

ついて

No

指標 指標値 単位 目標年月 Ｈ２７実績値 Ｈ２８実績値 事業効果 事業の評価
外部有識者
からの意見

今後の方
針

今後の方針の理由

指標値を下回っ
たものの事業効
果があった（見込
める）

事業の継続

利用実態の検証と住民
ニーズを把握しながら、
利便性の向上と利用促
進を図り、公共交通の
維持確保を推進する。

指標値を下
回ったものの
事業効果が
あった（見込め
る）

小清水高校閉
校という社会
情勢を考慮し、
小清水町・大
空町東藻琴な
どの町外から
通える路線の
あり方につい
て検討を行うこ
と。

　人口減少に伴う全体的な利用者の減少や美幌高校線を利
用する生徒の減少が影響していると考えます。
　減少割合と指標減少割合が大きく乖離している要因には、
国への補助申請のため高い目標値が設定されています。こう
した状況の中、市内循環線バス停の変更やルートの一部見
直しなどにより利便性の改善をしていますが、全体的に利用
者の減少傾向に歯止めがかかっていません。今後も状況を
見極め、利用者の要望等、改善を行います。
　本事業は、民間バス事業者が主体であり、国・道と町の補
助金によりバス会社の路線を維持確保しているもので、本来
であればバス会社等がより一層の自助努力や改善に期待を
したいが、慢性的な運転手不足や、経営的にも運行便数の増
や新たな路線は困難な状況です。
　バス利用者の多くは高齢者や学生が中心ですが、新たな利
用者の開拓等、バス会社と一緒に検討していきます。

利用者数（地域内フィーダー系統）
　　・市内循環線　 25,909人　(前年比△ 1％）
    ・美幌校高線　　 3,388人 （　〃　   △ 8％）
　　・乗合タクシー    1,670人 （　〃　  △ 1％）
             　　 計　　30,967人  (　〃　  △ 2％)
利用者数（地域間幹線系統等）
　　・網走－美幌線　　　　　  17,572人（前年比△15％）
    ・北見－美幌津別線等　118,062人（　〃　△ 3％）
             　　 計　　　　　　　135,634人（　〃　△ 4％）

町民団体等が主体の事業に対して補助する提案事業型の補
助金で、町民主体のまちづくりを期待する。今回提案のマチコ
ンは２０４名と十分趣旨である出会いの場の提供ができており
効果があったと検証する。
指標値を下回った理由に、年間予定しているソフト事業が2件
分、ハード事業が1件分であるが、当該年度においてソフト事
業が１件のみで、ハード事業は申請が無かったため。

補助金額：
　①　「美幌マチコン」　　　439,000円

「美幌マチコン」　・・・　　町内外の方々の交流人口を増
やす。また、町内の飲食店を会場にすることで経済効果
も期待する。

6
美幌町まちづくり参画
プロジェクト

地域の学校を活用し、学生ならではの意
見・アイディアによるまちづくり活動に支援
することで、地域の未来を考え、まちづくり
への意識向上を図り、地元に残る若しくは
帰ってくる学生を育成する。

指標値を下回っ
たものの事業効
果があった（見込
める）

事業の継続
本事業により、居住環
境の整備が促進される
ため

指標値を達成し
事業効果があっ
た

事業の継続
商店街の活性化によ
り、商工業者の所得向
上が図られるため。

指標値を達成
し事業効果が
あった

指標値を下
回ったものの
事業効果が
あった（見込め
る）

町内商店の利用を促すため、プレミアム商品券を発行。
99.9％の利用率からも十分な消費喚起が図られた。

プレミアム商品券発行補助金 ： 6,143,000円

平成23年度から実施した当該事業は、平成28年度までの6年
間で、870件、約21億3千万円の工事契約高を積み上げてお
り、住環境の整備並びに地域経済の活性化に寄与したものと
考えている。

補助金：42,791,000円
当面100～150件/年程度の一定の需要を見込んでお
り、その幅の中で年度により実績値にバラツキがあるこ
とはやむを得ないと判断している。

2
消費喚起プレミアム商
品券発行事業

プレミアム商品券を発行することにより地
域の消費喚起を図る。
一般向けとして、プレミアム率30%の商品券
を発行。（スマッピーカードチャージ額
10,000円で3,000円分の商品券）

指標値を達成し
事業効果があっ
た

事業の継続

学生を主体とした活動
を継続すると共に、新
たな掘り起こしにより学
生の更なるまちづくり活
動を支援する。

美幌高校地域資源マテリアル班を「美幌伝道大使」に任命し、
学生が主体となって、地域資源を活かした循環型養豚（農
業）、その活動を分かりやすく表現した漫画テキストの作成、
そして美幌高校の農場を活かした食育などにより、大使に任
命された生徒の資質向上と共に、子どもたちに食育による地
域の魅力を発信できた。

委託費：634,000円
　美幌伝道大使推進協議会への委託費
　（商工会議所、農家、商業者等の協議会）

・循環型養豚（農業）やそれに関する商品を分かりやす
く記載した漫画テキストの作成・配付
・食育（美幌・東陽保育園、旭小学校4年生）
・育てた豚・野菜を活用したメニュー開発
・各イベントでの販売活動　など

平成29年度採用を目指して、2つの地域協力活動の構築を図
り、首都圏等から応募者の面接を行った結果、2名の内定者
を出したものの辞退となったため、最終的に採用には至らな
かった。

委託費：1,517,400円
（北海道観光まちづくりセンター）

【地域協力活動案件】
・コアドライ製品のＰＲ、販路開拓・拡大活動
・森林認証の普及・ＰＲ、木材の活用促進活動

【面接者】
東京都1名、愛知県1名、茨城県1名、神奈川県1名、北
見市1名　　計5名

指標値を下回っ
たものの事業効
果があった（見込
める）

事業の継続

町民による自発的なま
ちづくり活動はこれから
も重要であり、この活動
に対する町の補助が必
要であるため。

指標値を下
回ったものの
事業効果が
あった（見込め
る）

若者の活動に
対してもう少し
理解を示し、支
援の推進を図
ること。

指標値を達成
し事業効果が
あった

指標値を下回っ
たものの事業効
果があった（見込
める）

事業の継続

新たな地域協力活動を
掘り起こし、地域の活
性化及び人材育成を図
る。

指標値を下
回ったものの
事業効果が
あった（見込め
る）

1,523,000

担
当
Ｇ

商
工
担
当

商
工
担
当

建
築
担
当

交
通
安
全
担
当

住
民
活
動
担
当

計
画
担
当

計
画
担
当

地域おこし協力隊事業

都市地域から「地域おこし協力隊員」を募
集し、一定期間、地域に居住して、地域の
さまざまな課題について協力活動をしても
らい、地域への定住・定着を図る。

計
画
担
当

8 人材バンク事業

美幌町に縁があり、文化、芸術、スポーツ、
経済界などで特技や資格を持った人材をリ
スト化し、まちでの行事や学習などで活躍
してもらう。

4
ワンコインバス、乗合タ
クシー等利用促進事業

地域住民の足となっている路線バス、ワン
コインバス及び町が運行する混乗スクール
バス等の維持確保や利便性向上に努めな
がら、公共交通の確保・維持を推進する。

5
美幌町まちづくり活動
奨励事業

住民自らの知恵と行動により、まちづくり諸
活動を奨励するもの。自治会や団体・組織
を対象に地域の公共的課題を自主的かつ
継続的に取り組む事業に支援し、その活動
継続と発展を図るもの。

3
住宅リフォーム促進事
業

住宅の改修に要する費用の一部を助成す
ることにより、町民が安心して暮らすための
居住環境の整備、環境負荷の低減及び地
域経済の活性化を図る。
・50万円以上の改修工事に対して、費用の
20％以内（限度額50万円）を助成

H29年度

7



① ④ ⑥ ⑦ ⑧

本事業前
の実績値

過年度 実績額

後年度 予算額

③ ⑤ ⑩

対象事業の名称

本事業における重要業績評価指標（KPI）

⑨

外部有識者からの評価

事業内容
事業効果（⑤）の評価理由（具体的に）

※実績値が指標値を下回っている事業についてはその
理由（原因）等についても記載願います

事業費総額（①）の内訳
※「○○委託料：○○円」等の内訳を記載願います

指標値に対するH28実績値の内容

実績額
予算額

②

本事業終了後における実績値
実績値を踏まえた事業の今後に

ついて

No

指標 指標値 単位 目標年月 Ｈ２７実績値 Ｈ２８実績値 事業効果 事業の評価
外部有識者
からの意見

今後の方
針

今後の方針の理由

担
当
Ｇ

H27年度 14,629,000 指標①
国の整備指針に基づくＩ

ＣＴ機器必要数
3 校 H29.3 4 3

指標②

H28年度 17,131,000 指標③

H29年度 17,995,000 指標①
国の整備指針に基づくＩ

ＣＴ機器必要数
3 校 H30.3

H27年度 9,413,660 指標① 町費負担教員 3 人 H29.3 2 3

指標②

H28年度 12,710,953 指標③

H29年度 5,518,000 指標① 町費負担教員 1 人 H30.3

H27年度 0 指標① 教育支援員 2 人 H29.3 - 2

指標②

H28年度 3,356,293 指標③

H29年度 5,614,000 指標① 教育支援員 3 人 H30.3

H27年度 0 指標① 連携事業実施校 5 校 H29.3 5 5

指標②

H28年度 0 指標③

H29年度 0 指標① 連携事業実施校 5 校 H30.3

H27年度 77,350 指標① 学習サポート事業参加人数 2,000 人 H29.3 3,032 2,936

指標②

H28年度 57,800 指標③

H29年度 447,000 指標① 学習サポート事業参加人数 2,000 人 H30.3

H27年度 720,255 指標①
留学生（美幌高校）の

人数
2 人 H29.3 2 2

指標②

H28年度 373,886 指標③

指標①
留学生（美幌高校）の

人数
2 H30.3

指標②
ケンブリッジ訪問団の

来町人員
6 H30.3

H27年度 7,049,000 指標① 防災訓練参加者数 100 人 Ｈ29.3 114 135

指標②

H28年度 13,621,000 指標③

H29年度 15,343,000 指標① 防災訓練参加者数 100 人 Ｈ30.3

H27年度 ※ 指標①
自主防災組織の結成

率
73.75 ％ H32.3 66.70% 66.70%

指標②

H28年度 250,000 指標③

H29年度 850,000 指標①
自主防災組織の結成

率
73.75 ％ H32.3

1,047,000

12 博物館との連携事業

博物館の学芸員と教諭との連携により、美
幌町の自然体験や観察会、工作教室を実
施し、地域への郷土心の養成と特色ある授
業を実施する。

指標値を達成し
事業効果があっ
た

事業の継続

今後も未来を担う子ど
もたちの学力向上を図
るため、教育環境の整
備を推進していく。

指標値を達成し
事業効果があっ
た

事業の継続
整備計画に基づきＩＣＴ
機器を充足し、児童生
徒の学力向上を図る。

指標値を達成
し事業効果が
あった

指標値を達成
し事業効果が
あった

すべての小学校の全学年で３５人学級の実現ができたことに
より、一人一人のの児童にきめ細かな指導を行うことができ
た。

社会保険料：1,687,696円
臨時職員賃金：10,983,600円
健康診断委託料：39，657円

国の整備目標に準じてタブレットＰＣ、実物投影機等のＩＣＴ機
器を導入した。授業で活用されており、児童への教育効果が
高まった。

小学校機械器具： 　 658,584円
中学校修繕料：　　　768,960円
中学校機械器具：  　280,584円
中学校庁用備品：15,422,400円

旭小学校：液晶テレビ4台、実物投影機7台
美幌中学校：PC41台、タブレットＰＣ10台、無線ＬＡＮ、
　　　　　　　  大型テレビ2台
北中学校：タブレットPC11台、無線ＬＡＮ

10 少人数学級推進事業
きめ細かな学習指導環境を整えることを目
的に、各小学校の全学年で35人学級を実
現すべく、期限付教諭を任用する。

指標値を達成し
事業効果があっ
た

事業の継続
今後も地域資源を活用
した博物館との連携事
業を推進していく。

指標値を達成し
事業効果があっ
た

事業の継続

今後も未来を担う子ど
もたちの学力向上を図
るため、教育環境の整
備を推進していく。

指標値を達成
し事業効果が
あった

指標値を達成
し事業効果が
あった

学習内容を確実に身に付けさせることができるよう、教育支援
員を配置することにより、習熟度別少人数指導等のきめ細か
な学習指導を行い、基礎・基本の定着が図られた。

社会保険料：36,784円
人夫賃等：3,287,953円
健康診断委託料：31,556円

博物館との連携による体験学習により、地域資源を活用した
学校教育の充実が図られた。

（報償費：24,000円）
（消耗品費：106,360円）
（原材料費：12,525円）

町内小中学校（美小・東陽小・旭小・美中・北中）全ての
学校と連携をしながら体験授業を実施できた。

指標値を達成
し事業効果が
あった

良い経験であ
ることは間違い
ないが、希望
者が減ってき
ているので、助
成率の見直し
（全額補助な
ど）の検討を行
うこと。

学生ボランティアによる長期休暇中の学習サポートを行うこと
により、学力向上と学習習慣の定着が図られた。

報償費：30,900円
食糧費：16,800円
保険料：10,100円

美幌高校からケンブリッジ高校へ短期留学を予定である２名
派遣することができた。ケンブリッジ高校への留学実施で、美
幌と友好姉妹都市である地域との人的交流が継続でき、生徒
自身においても将来を考える機会となり、事業効果はあると
検証する。

国際交流事業消耗品　3,886円
             （留学レポート・エアメール用）

高校生短期交換留学事業負担金   　370,000円
　　　　内訳） ・渡航費用 （高校生2名）　　370,000円
　　　　　　　　・授業料等　（　〃　　）　  　　0円
　　　　　　　　 ※ケンブリッジ市の好意により授業料等は
　　　　　　　　　　負担がなかった。

平成28年7月20日　出発～　8月10日　帰町
留学先：友好姉妹都市ケンブリッジ(ＮＺ)のケンブリッジ
高校
留学生：美幌高校普通科2年の　女子生徒2名
留学内容：日本の高校とは授業形態や生徒の積極性
の違いを体験。この経験が帰国してから生徒自身の積
極性を意識する切っ掛けとなった。また、食文化の違い
など生活環境の違いも肌で感じ、改めて日本の良さや
異文化の魅力を感じた。今後英語の勉強に一層意欲。
帰国レポートを提出済。

指標値を達成し
事業効果があっ
た

指標値を達成
し事業効果が
あった

事業の継続
国際社会に対応する人
員の育成は今後も必要
であるため。

指標値を達成し
事業効果があっ
た

事業の継続

今後も基礎学力の向上
と学習習慣の定着を図
るため、学習サポート
事業を継続していく。

指標値を達成し
事業効果があっ
た

防災訓練については、昨年から引き続き水害を想定とした避
難行動訓練を開催した。（美芳地区、参加者92名）
また、新たな試みとして、図上訓練（参加者28名）や児童を対
象とした防災キャンプ（参加者15名）を開催し、防災意識の向
上が図られた。
防災資機材については備蓄計画に基づき計画的に整備し、
個別配布用の非常用持出品を継続的に配布するなどの取組
みにより、より一層の防災体制の強化が図られた。

・防災無線保守点検　　　　　　　　　　　　　 　421千円
・防災情報配信システム保守等業務委託　  637千円
・ハザードマップ作成委託料　　　　　　　　　  302千円
・避難所等ＡＥＤ借上料　　　　　　　　　　　　  340千円
・個別配布用非常用持出品　　　　　　　　　4,990千円
・防災資機材保管倉庫設置委託料　　　　　　338千円
・備品購入費（防災資機材等）　　　　　　    3,815千円

指標値を達成
し事業効果が
あった

指標値を下回っ
たものの事業効
果があった（見込
める）

事業の継続
今後も継続した働きか
けを行い、防災・減災対
策の強化を図る。

指標値を下
回ったものの
事業効果が
あった（見込め
る）

自治会連合会による訓練などをとおして、未設立自治会への
働きかけなど、積極的な取組みは行ったものの、新規設立ま
でには至らなかったが、新たに自主防災資機材等収納倉庫
の設置（１件）を行い、地域の防災体制の強化を図ることがで
きた。

自主防災資機材等購入補助金　250千円
（資機材等収納用倉庫）

事業の継続

今後も継続して訓練の
実施や防災資機材の
整備をすすめ、防災・
減災対策の強化を図
る。

防
災
担
当

15 防災対策事業

美幌町の地域に関わる防災に関し、災害
予防を実施するにあたり、防災資機材を計
画的に整備する。また、町民の防災意識の
向上を図ることを目的に、地域と連携した
避難行動訓練や図上訓練を実施、家庭用
備蓄の普及啓発など、防災体制の強化を
図る

教
委
・
総
務
担
当

学
校
教
育
担
当

学
校
教
育
担
当

14 国際交流事業

平成４年からﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ・ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ地区と
友好姉妹都市の関係が継続され、両地域
における人材派遣として「高校生短期交換
留学」を実施。
さらに隔年でｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ高校から短期留学
の受け入れも行う。

学
校
教
育
担
当

学
校
教
育
担
当

住
民
活
動
担
当

11

防
災
担
当

9 ＩＣＴ教育環境整備事業
町内の小中学校でＩＣＴ（情報通信技術）を
活用し、確かな学力を育成する教育を推進
します。

16
自主防災活動推進事
業

各自主防災組織において、災害時に備え
た設備を整えるとともに、町民と関係機関
が連携した自主防災訓練及び地域避難訓
練を実施し、日頃の防災意識の向上と防
災体制の強化を図る。また、未設立団体へ
の積極的な働きかけを行い設立、促進を図
る。

13
学生ボランティア学習
サポート事業

夏季・冬季の長期休暇中の小中学生に東
京農業大学の学生が勉強を教え、児童・生
徒の学力向上を図る。

学力向上支援事業

一人ひとりに応じたきめ細かな学習指導を
行い、基礎的・基本的な学力の定着を図る
ことを目的に、小学校教育支援員を配置
し、習熟度別学習を実施する。

H29年度


